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第
一
回通

常
総
会
開
催
熊
川
会
長
か
ら

只
野
新
会
長
へ

相
双
地
域
の
震
災
・
原
発
事
故
被
害

企
業
へ
の
復
興
支
援
を
託
し
た



平成 25 年 7 月 25 日（2）第　40　号 法人会ニュース　そうそう

総　

会

総　

会

平成24年度決算平成24年度決算

平成25年度予算平成25年度予算

　

去
る
６
月
６
日
㈭
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
丸
屋（
南
相
馬
市
）に
お
い
て
、

第
１
回
通
常
総
会
が
会
員
約
100
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
避

難
先
よ
り
多
く
の
会
員
が
泊
ま
り

が
け
で
出
席
さ
れ
た
。

　

熊
川
会
長
よ
り
、
会
員
、
来
賓

の
皆
様
に
、
今
ま
で
の
ご
支
援
ご

協
力
に
対
し
感
謝
の
意
を
述
べ
、

功
労
の
あ
っ
た
役
員
を
表
彰
し
た
。

　

次
に
鈴
木
義
典
相
馬
税
務
署
長

か
ら
ご
祝
辞
を
賜
わ
り
、
熊
川
会

長
を
議
長
と
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
３
月
21
日
に
福
島

県
知
事
よ
り
公
益
社
団
法
人
の
認

定
を
受
け
、
４
月
１
日
に
公
益
社

団
法
人
相
双
法
人
会
と
し
て
設
立
、

社
団
法
人
の
解
散
の
経
過
報
告
を

し
た
。

　

平
成
24
年
度
事
業
・
決
算
報
告
・

平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等

を
報
告
及
び
決
議
事
項
と
し
、
今

も
避
難
先
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
会

員
の
皆
様
や
避
難
先
で
の
仮
設
小

学
校
児
童
に
対
し
、
当
会
一
丸
と

な
っ
て
支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
平
成
25
年
度
の
事
業
活
動
の

重
点
施
策
と
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
震
災
後
初
め
て

の
会
員
親
睦
会
を
開
催
し
、
久
し

ぶ
り
の
笑
顔
が

戻
っ
た
。

　

１
日
も
早
く
、

事
業
再
建
が
で
き

ま
す
よ
う
に
そ
し

て
本
当
の
安
心
の

笑
顔
が
戻
り
ま
す

よ
う
に
と
願
い
つ

つ
、
総
会
全
日
程

を
終
了
し
た
。

　鈴木相馬税務署長祝辞鈴木相馬税務署長祝辞

ご
来
賓
の
皆
様

ご
来
賓
の
皆
様

事業費事業費
11,505,569 円11,505,569 円

受取会費受取会費
4,291,000 円4,291,000 円

受取会費受取会費
3,500,000 円3,500,000 円

正味財産期首残高正味財産期首残高
8,408,918 円8,408,918 円

正味財産期首残高正味財産期首残高
13,272,029 円13,272,029 円

事業費事業費
13,694,841 円13,694,841 円

管理費管理費
3,499,245 円3,499,245 円

受取負担金受取負担金
144,000 円144,000 円

受取負担金受取負担金
108,000 円108,000 円

受取寄付金受取寄付金
7,700,000 円7,700,000 円

受取寄付金受取寄付金
4,500,000 円4,500,000 円

受取補助金等受取補助金等
7,449,280 円7,449,280 円

受取補助金等受取補助金等
7,137,800 円7,137,800 円

雑収益雑収益
121,645 円121,645 円

雑収益雑収益
15,000 円15,000 円

事業収益事業収益
162,000 円162,000 円

事業収益事業収益
200,000 円200,000 円

管理費管理費
4,077,959 円4,077,959 円

合　計合　計
28,276,843 円28,276,843 円

合　計合　計
28,732,829 円28,732,829 円

合　計合　計
28,276,843 円28,276,843 円

合　計合　計
28,732,829 円28,732,829 円

正味財産期末残高正味財産期末残高
8,772,029 円8,772,029 円

正味財産期末残高正味財産期末残高
10,960,029 円10,960,029 円
（特定費用準備資金（特定費用準備資金

4,500,000 円含み）4,500,000 円含み）

特定資産（特定費用準備資金）特定資産（特定費用準備資金）
4,500,000 円4,500,000 円 費

用
の
部

収
益
の
部

費
用
の
部

収
益
の
部



（3）平成 25 年 7 月 25 日 第　40　号法人会ニュース　そうそう

表
彰
式

表
彰
式

<<

福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰

福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰>>

<<

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰>>

（
感
謝
状
）

（
感
謝
状
）

<<
永
年
役
員
表
彰

永
年
役
員
表
彰>>神長倉　豊隆氏神長倉　豊隆氏

佐藤　浩平氏佐藤　浩平氏

吉田　和夫氏吉田　和夫氏

佐藤　正美さん佐藤　正美さん 荒　良範氏荒　良範氏
根本　英夫氏根本　英夫氏

藤澤　徳義氏藤澤　徳義氏 富澤　俊明氏富澤　俊明氏

鈴木　喜八氏鈴木　喜八氏 荒井　宏美氏荒井　宏美氏

八巻　正隆氏八巻　正隆氏

※
菊
地
逸
夫
氏
も

　

永
年
役
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。



平成 25 年 7 月 25 日（4）第　40　号 法人会ニュース　そうそう

総
会
記
念
講
演
会

総
会
記
念
講
演
会

「
相
双
地
方
の
復
興
の

現
状
と
見
直
し
」

講
師

福
島
民
報
社
南
相
馬
支
社

　

南
相
馬
支
社
長

佐
久
間　

順　

氏

税
務
署
長
か
ら
前
会
長
へ

税
務
署
長
か
ら
前
会
長
へ

<<

会
員
親
睦
会

会
員
親
睦
会>>

　

総
会
終
了
後
、
相
馬
税
務
署

長
よ
り
前
会
長
熊
川
喜
八
郎
様

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
感
謝
状
は
、
永

年
に
亘
り
法
人
会
の
会
長
を
務

め
ら
れ
た
方
の
ご
功
績
に
対
し

て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

聴
講
さ
れ
た
一
般
の
方
々
に
も
鉢
花
を
贈
呈

久しぶり～久しぶり～

笑顔笑顔
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新
会
長
あ
い
さ
つ

新
会
長
あ
い
さ
つ

　

熊
川
会
長
の
後
任
と
し

て
、
重
責
を
お
引
受
け
致

し
ま
し
た
。

　

熊
川
会
長
の
指
導
力
に

は
、
及
び
も
つ
き
ま
せ
ん

が
法
人
会
の
維
持
の
為
に
、

誠
心
誠
意
取
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
指

導
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、

「
法
人
会
の
維
持
」
で
は
な

く
「
法
人
会
の
発
展
」
と

す
る
の
が
筋
で
あ
る
。
し

か
し
、
相
双
地
方
の
半
数

の
人
が
、
避
難
の
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
現
状
と

あ
っ
て
は
、
維
持
す
る
と

い
う
の
が
最
大
の
命
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

津
波
の
被
害
は
、
岩
手
・

宮
城
の
ほ
う
が
福
島
よ
り

甚
大
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
両
県
で

は
、
復
興
の
作
業
の
結
果

は
確
実
に
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
相

双
地
方
に
お
い
て
は
、
原

発
事
故
に
よ
り
、先
が
ま
っ

た
く
見
え
ず
、
将
来
の
展

望
が
見
込
め
な
い
状
態
に

追
い
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

津
波
に
よ
り
、
す
べ
て

を
失
い
、
危
険
地
域
と
し

て
居
住
制
限
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
諦

め
て
新
天
地
を
求
め
る
し

か
な
い
。

　

一
方
、
自
分
の
家
が
存

在
し
、
手
を
加
え
れ
ば
住

め
る
の
に
、
立
ち
入
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
こ
の
辛

さ
ほ
ど
厳
し
い
も
の
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
年
月
の
経
過

と
共
に
、
こ
の
現
状
の
認

識
が
薄
ら
ぎ
、
忘
れ
ら
れ

て
い
る
時
が
あ
る
。
相
双

の
我
々
自
身
が
、
全
国
に

現
状
を
知
っ
て
貰
う
努
力

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
今
後
の
打
開

策
に
繋
が
り
二
度
と
同
じ

惨
状
を
引
き
起
こ
さ
な
い

歯
止
め
と
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

　

六
月
六
日
、
総
会
の
出

席
者
の
多
さ
に
、
熊
川
会

長
は
感
激
さ
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
そ
の
半
数
を
双

葉
地
方
の
人
が
占
め
て
い

た
。
離
れ
離
れ
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
共
に
活
動
を
し
て
い

た
人
の
顔
を
見
た
い
。

　

そ
れ
だ
け
、
法
人
会
の

求
心
力
は
あ
る
。
改
め
て

責
任
を
感
じ
た
も
の
で
あ

る
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
運

営
し
て
参
り
ま
す
の
で
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
「
人
間
は
強
く
な
け
れ
ば

生
き
て
い
く
事
が
出
来
な

い
。
し
か
し
、
優
し
く
な

け
れ
ば
生
き
る
資
格
が
な

い
」

役 職 名 氏　　　名 法　人　名
会　　長 只野　裕一 （株）只野商事
副 会 長 立谷　一郎 （株）サンエイ海苔
副 会 長 森　　直人 新地パークゴルフ企業組合
副 会 長 佐藤　則夫 （有）協栄精機
副 会 長 渋佐　克之 相馬ガス(株)
副 会 長 髙橋　英明 （株）英工務店
副 会 長 志賀　正幸 （株）ハヤシ
副 会 長 横山　佳弘 横山建設（株）
副 会 長 永田　茂男 双葉日立生コン(株)
副 会 長 太田　宏明 太田商事（株）
副 会 長 坂本行生郎 坂本種苗（株）
常任理事 八巻　正隆 旭電設工業（株）
常任理事 松本　伸一 （資）相馬堂時計店
常任理事 佐藤　和男 （有）佐藤水道設備
常任理事 髙橋　　德 高橋建設（株）
常任理事 庄司　公正 庄司建設工業（株）
常任理事 高橋　隆助 （株）高　良
常任理事 長谷川長喜 （有）長谷川電気工事
常任理事 門馬　　弘 合同会社　ド・リエ企画
常任理事 朝田　宗弘 朝田木材産業（株）
常任理事 木藤　喜幸 ネットアンドプリント（株）
常任理事 梨本　　正 都重機土木（有）
常任理事 坂本　邦仁 坂建工業（株）
常任理事 伏見　俊一 （株）伏見材木店
常任理事 番場三和子 （有）番場産業
理　　事 椎谷　節子 （株）シイヤメッキ
理　　事 菅野　利男 （株）菅野寛商店
理　　事 武島　昭良 （資）錦尚堂

役 職 名 氏　　　名 法　人　名
理　　事 菊地　逸夫 （株）キクチ
理　　事 立谷　惣一 （有）立谷商会
理　　事 加藤　　優 （有）サンリット工業
理　　事 渡部　清昭 （有）渡部電気工事
理　　事 草野　健男 みどりのキャベツ（有）
理　　事 髙野　敬眞 （株）高野商店
理　　事 菅野　行雄 （株）菅野漬物食品
理　　事 松永　雄一 松永牛乳（株）
理　　事 遠藤　義廣 （株）原町日通自動車修理工場
理　　事 鈴木　清重 （株）スズトヨ
理　　事 門馬　浩二 （株）ホテル森の湯
理　　事 木幡　惠一 （株）こはた印刷所
理　　事 石川　　俊 石川建設工業（株）
理　　事 但野　義和 （有）但野設備工業所
理　　事 髙橋　　亘 （有）臼石自動車整備工場
理　　事 鈴木　正史 大洋建設（株）
理　　事 小林　正幸 （有）小林建業
理　　事 𠩤田　雄一 （株）原田時計店
理　　事 神長倉豊隆 （有）美　花
理　　事 栁沼　俊成 （有）双相スポーツボウリング
理　　事 伊藤　哲雄 （株）伊藤工務店
理　　事 吉岡　　順 双葉運輸（株）
理　　事 橋本　　明 （株）橋本組
理　　事 山本　育男 （有）ヤマモト
理　　事 猪狩　昭彦 （株）猪狩商店
理　　事 熊川喜八郎 （株）双葉紙器
監　　事 福山　真久 （有）共栄会計事務所
監　　事 末永　昭義 （有）福相食品工業

平成25年度公益社団法人相双法人会　新役員名簿

只
野　

裕
一
氏

株
式
会
社　

只
野
商
事

　

代
表
取
締
役

総会での会長就任のあいさつ総会での会長就任のあいさつ



平成 25 年 7 月 25 日（6）第　40　号 法人会ニュース　そうそう

青
年
部
会

青
年
部
会

女
性
部
会

女
性
部
会

福
利
厚
生
制
度
受
託
会
社

福
利
厚
生
制
度
受
託
会
社

　

相
双
法
人
会
青
年
部
会
、

部
会
長
の
伏
見
俊
一
と
申

し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
法
人
会
の
円
滑

な
活
動
の
為
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

青
年
部
会
の
主
な
活
動

内
容
は「
租
税
教
育
活
動
」

で
、
昨
年
み
ち
の
く
湖
畔

公
園
に
て
移
動
租
税
教

室
、
川
内
村
と
南
相
馬
市

の
小
学
校
に
お
い
て
、
授

業
の
一
環
の
中
で
租
税
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
を
思
い
返
し

て
も
、
税
金
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
も
、
意
識
す
る
こ

と
も
無
か
っ
た
の
で
、
小

学
生
の
時
か
ら
税
金
に
触

れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は

大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
震
災
以
降
、
道
路
や

公
共
機
関
の
復
旧
、
復
興
に

は
多
く
の
税
金
が
投
入
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
原
資
に
は
全

国
民
の
血
税
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
、
子
供
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
地
域
の
方
々
は

意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
の
善
意
に
報
い
る
た

め
に
は
事
業
を
継
続
し
、
雇

用
、
納
税
、
社
会
貢
献
の
事

業
主
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

福
島
県
相
双
地
区
は
原
発

事
故
の
影
響
で
会
員
の
半
数

以
上
が
避
難
生
活
を
お
く
る

中
で
、
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
青
年
部
会
一
丸
と
な
り

事
業
に
対
す
る
や
る
気
、
や

り
が
い
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
方
々
の
為
に
も
、
現
在
私

た
ち
が
で
き
る
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
、
ご
協
力
を

頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
相

双
に
お
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
震
災
復
興
と
は
ほ
ど

遠
く
、
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
去
る
四

月
十
一
日
、
第
八
回
全

国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

愛
知
大
会
が
、
物
づ
く

り
日
本
一
の
名
古
屋
市

に
お
い
て
、
一
七
〇
〇

名
余
の
参
加
の
も
と
「
力

ひ
と
つ
に
心
ひ
と
つ
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
村
愛
知
県
知
事
を

初
め
、
七
名
の
方
々
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

が
「
こ
れ
か
ら
も
東
北

の
復
興
に
取
り
組
ん
で

　

本
年
四
月
一
日
付
で
、

千
葉
支
社
よ
り
相
双
営
業

所
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

平
素
は
、
経
営
者
大
型

総
合
保
険
制
度
の
推
進
に

多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
度
も
、
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
を
持
ち

貴
会
の
年
間
推
進
目
標
を

大
幅
に
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

相
双
地
域
の
状
況
に
つ

い
て
は
前
任
地
で
見
聞
き

し
て
い
た
も
の
の
、
実
際

に
そ
の
現
場
を
目
の
当
た

り
に
し
て
息
を
飲
む
思
い

を
い
た
し
ま
し
た
。一
方
、

い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
た

の
は
、
愛
知
県
連
の
木
村

会
長
の
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
中
で
も
温
度

差
は
大
き
く
こ
の
相
双
が

忘
れ
去
ら
れ
な
い
様
に
、

今
ま
で
以
上
に
機
会
あ
る

ご
と
に
、
声
を
あ
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
は
二
本
松

女
性
部
会
、
本
年
四
月
に

は
福
島
女
性
部
会
の
皆
様

と
の
交
流
会
が
出
来
ま
し

た
こ
と
は
、
こ
の
地
の
実

情
を
知
っ
て
頂
く
意
味
で

も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

さ
て
今
年
度
よ
り
公
益

法
人
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
女
性
部
会
も
そ
れ
に
伴

い
、
総
会
が
な
く
な
り
報

告
会
と
い
う
形
に
変
わ
り
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
さ
ら
な

る
公
益
性
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
相

双
は
、
今
だ
に
多
く
の
会

員
が
避
難
を
さ
れ
て
お
り

事
業
も
思
う
よ
う
に
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と

も
昨
年
同
様
、
青
年
部
会
と

協
力
し
合
い
各
事
業
を
遂

行
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
様
の
震
災
か
ら
の
復
興

そ
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
ご
様
子
に
大
変
強
い
感
銘

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
福
利
厚
生
制

度
の
受
託
会
社
と
し
て
、
企

業
、
地
域
の
た
め
日
々
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
会
員
企
業
の

皆
様
の
そ
の
想
い
を
今
一
度

深
く
受
け
止
め
、
安
心
し
て

事
業
に
お
取
り
組
み
い
た
だ

く
た
め
の
幅
広
い
保
障
を
ご

提
供
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
私
ど
も
福
利
厚
生
制
度

推
進
員
が
訪
問
の
折
に
は
ぜ

ひ
と
も
ご
意
見
賜
り
ま
す
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
会
員
企
業
の

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
、
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

部
会
長　

伏
見　

俊
一

部
会
長番

場　

三
和
子

大
同
生
命
保
険
㈱
郡
山
支
社

　

相
双
営
業
所
長

小
田　

直
毅
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仮
設
住
民
の
皆
さ
ん

仮
設
住
民
の
皆
さ
ん

　
　
　
　

う
ち
わ

う
ち
わ
で
猛
暑
を
乗
り
越
え
て

で
猛
暑
を
乗
り
越
え
て

　

相
双
法
人
会
は
、
平
成
二
十
五
年
度
計
画
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
地

域
社
会
貢
献
事
業　

震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ
の
支
援
活
動
」
と
し

て
、
夏
の
支
援
物
資「
コ
ン
パ
ク
ト
な
う
ち
わ
」を
仮
設
住
宅
に
お
住

い
の
全
世
帯
に
贈
っ
た
。
こ
の
う
ち
わ
は
、
法
人
会
本
部
が
い
ち
ご
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
作
製
し
た
も
の
を
当
会
が
購
入
し
た
も
の
で

す
。

　

七
月
十
一
日
に
只
野
裕
一
会
長
が
南
相
馬
市
に
三
千
枚
、
新
地
町
に

は
六
百
枚
の
う
ち
わ
を
届
け
た
。

　

南
相
馬
市
原
町
区
と
鹿
島
区
に
あ
る
仮
設
住
宅
に
い
る
市
内
の
避
難

の
人
だ
け
で
は
な
く
相
双
地
域
の
各
町
村
か
ら
の
避
難
の
方
た
ち
に
も

も
れ
な
く
配
布
で
き
る
よ
う
同
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
託
し
、
門
馬

秀
夫
協
議
会
会
長
と
佐
藤
信
一
常
務
理
事
に
配
布
を
お
願
い
し
た
。
南

相
馬
市
全
体
で
は
二
千
七
百
六
十
二
世
帯
が
入
居
し
て
お
り
、
鹿
島
区

に
は
区
外
の
方
が
百
五
十
七
世
帯
入
居
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
地
町

も
同
様
に
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局

長
冨
田
い
さ
子
氏

に
配
布
を
お
願
い

し
た
。
同
町
の

仮
設
住
宅
に
は
、

四
百
二
十
五
世
帯

の
方
が
避
難
し
て

お
り
、
う
ち
他
の

十
一
市
町
村
か
ら

百
二
十
四
世
帯
が

入
居
し
て
い
る
。

　

七
月
十
八
日
に
は
相
馬
市
に
お
い
て
、
応
急
仮
設
住
宅
・
災
害
公
営

住
宅
組
長
会
議
の
中
で
、
各
組
長
に
配
布
の
お
願
い
を
し
た
。
仮
設
住

宅
等
は
十
六
地
区
に
千
百
七
十
八
世
帯
が
入
居
し
て
お
り
、
千
五
百
枚

を
用
意
し
た
。
代
表
者
で
あ
る
刈
敷
田
第
一
応
急
仮
設
住
宅
組
長
の
木

幡
靖
夫
氏
に
贈
呈
を
し
た
。
市
の
仮
設
に
は
南
相
馬
市（
主
に
小
高
区
）

二
百
三
十
三
世
帯
、
飯
舘
村
百
六
十
四
世
帯
、
浪
江
町
九
十
世
帯
が
避

難
し
て
い
る
。

　

只
野
会
長
は
、「
二
年
四
ヶ
月
が
経
っ
て
も
つ
ら
い
時
期
が
続
く
が
、

周
囲
は
支
援
を
忘
れ
て
い
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
こ
の
う
ち
わ
が

な
れ
ば
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
。
自
立
を
目
指
す
の
が
つ

ら
い
時
期
に
気
持
ち
の
支
え
に
し
て
ほ
し
い
」
と
会
を
代
表
し
て
話
し

た
。

南相馬市社会福祉協議会にて

組長たちの前で激励する只野会長（左）
（相馬市役所会議室にて）
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２
年
４
カ
月
、
こ
の

間
、
い
ろ
ん
な
事
が
あ

り
す
ぎ
て
ベ
ラ
ボ
ウ
に

長
く
感
じ
た
り
、
あ
っ

と
言
う
間
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
た
り
複
雑
な

思
い
が
去
来
し
ま
す
。

本
紙
編
集
の
後
、
広
報

委
員
の
皆
さ
ん
と
の
語

ら
い
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

が
多
く
の
ド
ラ
マ
を
体

験
し
て
き
た
事
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
地
で

は
「
あ
れ
」
が
過
去
の

事
で
は
な
く
ｉ
ｎ
ｇ
の

現
在
進
行
形
と
言
う
の

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
元
の
よ
う

な「
当
た
り
前
の
日
常
」

に
戻
れ
る
事
を
祈
り
ま

す
（
Ｍ
）

編

集

後

記

編

集

後

記

小
高
区
か
ら
相
馬
そ
し
て
原
町
区
へ

小
高
区
か
ら
相
馬
そ
し
て
原
町
区
へ

有
限
会
社
小
林
建
業

取
締
役　

小
林　

ち
い
子

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
４
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
未
だ
に
戻
る
事
が
で

き
な
い
日
々
で
す
。

　

今
回
の
津
波
で
従
業
員

が
１
名
犠
牲
と
な
り
、
３

名
が
住
居
を
流
失
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
度
重
な

る
原
発
事
故
の
為
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
従
業
員

の
人
達
と
の
連
絡
が
取
れ

る
ま
で
に
10
日
位
か
か
り

ま
し
た
。

　

幸
い
に
相
馬
市
の
親
戚

の
方
が
市
内
に
仮
事
務

所
、
貸
家
数
軒
お
世
話
戴

き
ま
し
て
、
従
業
員
も

徐
々
に
集
ま
っ
て
き
て
下

さ
い
ま
し
た
が
、
他
地
域

で
の
仕
事
の
受
注
は
難
し

く
、
お
知
り
合
い
の
建
設

会
社
、
工
務
店
等
に
お
願

い
し
て
仕
事
を
戴
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
従
業
員
も
定
着

し
、
小
高
区
内
に
も
立
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住

宅
修
繕
工
事
等
の
依
頼
も

少
し
ず
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
小
高
に

近
い
原
町
に
土
地
を
求

め
、
お
客
様
に
気
軽
に
来

て
い
た
だ
け
る
事
務
所
を

建
設
中
で
す
。

　

一
日
で
も
早
く
我
が
家

に
住
み
た
い
と
希
望
す
る

皆
様
の
た
め
に
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。


